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Ⅰ. 開催状況・構成・組織

＜開 催 状 況＞
委員会 第５回 9/28

第６回 10/26
第７回 11/30

講演会 9/28    九州大学 原田教授
「省エネルギーを実現する超伝導と量子コンピューター」

RSI          山口委員
「OCPのサステイナビリティ」

10/26    産総研 杉田様
「データ処理基盤の変化に対応した省エネルギー技術」

＜構成メンバー：敬称略＞
主 査 ： アイピーコア 品川
参画会社： 富士通 日立製作所 横河電機 NECネッツＳＩ RSI 産総研
事務局 ： JEITA  渡部
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省エネルギーを実現する超伝導と量子コンピューター

講演内容
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チップのエネルギー密度
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超伝導量子ビットの将来展望消費エネルギー&動作速度

量子コンピュータの主要要素 現在の構成から将来像

講演内容(抜粋)
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OCPのサステイナビリティ
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OCPメンバ
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主な液浸ベンダー (４社ともOCPメンバ）
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横浜にて液浸冷却の実証実験を実施

本液浸プロジェクト見学会を12月～1月NECネッツ赤崎殿が企画中
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データ処理基盤の変化に対応した省エネルギー技術

①PCが中心時代

Webサーバーは、LAMPサーバー（Linux＋Apache＋MySQL＋PHP）や、
Windows Server IIS が基本だった。

②スマホが中心な時代

データセンターのデータ処理基盤を使う前提で作られている。

③1台のサーバーに多数のユーザーがアクセスすれば処理は遅くなる。
サーバーCPUを高性能化、メモリを増設、ストレージを高速化して対応。
データセンターのサーバーが増加する。⇒電力増大

クラウド

Webサーバ データベース

データセンター

④仮想化技術を導入して1台のサーバーを分割して利用し、

サーバー利用効率を上げて、サーバー数、電力を節約。
しかし、多数のスマホやPCがアクセスすれば処理は遅くなる。
1台のサーバをXenやVMWareを使って仮想化すれば遅くなる。

クラウド

サーバ データベース

データセンター

クラウド

Webサーバ データベース

データセンター

クラウド

Webサーバ データベース

データセンター
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クラウド

クラウド

⑤仮想化技術は負荷が高く多重度を上げられない
負荷の軽いDockerコンテナ技術に移行する
更に各コンテナをクラスター (並列)として動作させ
全体性能を向上する

⑥負荷の軽いコンテナ技術に移行すると仮想サーバ数が膨大に増加

処理性能が上がるが管理負荷も膨大に増加
従来のクラスタ技術は事前設定でシステムが固定

Kubernetesはシステム構築を負荷に合わせて自動増減
自動的に必要数を立ち上げ不要ならシャットダウンする

この技術で億台の数量を有するGAFAM仮想サーバーを制御出来た

Dockerとkubernetes

サーバ データベース

データセンター

コンテナ(web・xxサーバ)

サーバ データベース

データセンター

コンテナ(web・xxサーバ)

品川加筆
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0.5秒以下で1,000コンテナが起動
(OSやネットワークに工夫が必要)

負荷により増減するデータ処理基盤kubernetesがスケールを制御



14

（出典：日本IBM）

IBM Cloud Code Engine アーキテクチャ

IBMがkubernetesコンテナオーケストラを使いサービスしているCloud基盤アーキテクチャ。
IBM独自のコントローラKnativeや認証ゲートウエイIstioが装備されている。
概念説明図であり、物理層ネットワークの特長は省略されている。
小さなコンテナをクラスタにて高速化されたアプリケーションで代表的なGoogle検索
アプリケーションは0.5秒以下で短時間起動出来るため、アクセスが無くなると短時間
（約10分から20分）でシャットダウンして省エネしている。ストレージアプリCloudianや
高速データベースSAPなども対応してきている。
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引用先：コンテナとK8sの構築手法、ガートナーが勧めるクラウド・ネイティブな組織編成とは
https://www.sbbit.jp/article/cont1/66012?fbclid=IwAR3iVc1PVL97glnGCkh1_Qu-7r4A0CUkc_eaZog2cfHtiNQK0QpxMvlfaqY

第3図 デファクト標準「Kubernetes」

現在のGAFAM成長を“Web2.0”として予測した調査会社はGartner社だけであり、
Kubernetesはすでに“標準”“デファクト”とGartner社は定義している。

コンテナ・オーケストレーションのディファクト「kubernetes」

https://www.sbbit.jp/article/cont1/66012?fbclid=IwAR3iVc1PVL97glnGCkh1_Qu-7r4A0CUkc_eaZog2cfHtiNQK0QpxMvlfaqY
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METIの推計値は、公表していないので
、我々は明示的に使うことができない
参照 経産省：2021年６月

半導体戦略(概要)

Ⅲ. METIに対し下記算出根拠を問い合わせたところ
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参考：METI Natureの引用（増加）
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(参考)超分散グリーンコンピューティング技術開発
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Ⅳ. 新小委員会の提案

１．新小委員会仮称名 直流によるカーボンニュートラル

２．背景

CNを実現するKEYに直流技術がある。大きくは超高電圧直流送電、

小さくは家庭内直流、小型蓄電池、産業では直流発電と大型蓄電池と

直流データセンタ、都市レベルでは直流の地産地消、等の大まかな

概念はあるが、具体的実装論に乏しい。

例ば直流動作する空調機は車輌用はあるが家庭、事務所向けは無い)

様々なシーンでの直流機器研究とその活用を検討したい。

直流の最大のメリットは複数の電源(再エネ、買電、蓄電、自家発等)を河川

の流れの如く苦労せずに融合できる。この事は交流では不可能である。
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出所 NTTファシリティーズ廣瀬圭一、「380VDC給電システムと国際標準化の動向」、2018年5月11日

直流給電の利用分野と直流市場の展望
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帯広市役所(清掃課)での、直流システム構成事例


